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MAX3735A を DS1859 にインタフェース接続するときの

特別な注意点   
 
MAX3735A および DS1859 は、

155Mbps～2.7Gbps の SFP
モジュールのアプリケーションで

よく使用されます。これらのデバ

イスは良好に連携して、高速動

作、安全回路、およびこのよう

なモジュールでよく使われるモ

ニタリングを実現しています。た

だし、一部のアプリケーションで

は、2 つのデバイスのインタフェ

ース接続に関して特別な注意

が必要です。 
 
MAX3735A は安全回路の一部

として 2 つの外部モニタを用意

しています。1 つは送信パワー

用、もう 1 つはレーザバイアス

電流用です。バイアス電流また

は送信パワーが外部から設定

されたレベルを上回った場合、

セイフテイーフォルトがアサート

されます。さらに、MAX3735 の

変調出力のための高速に動作

する過電流保護回路が設けら

れています。 
 
MAX3735A の変調設定ピン

(MODSET)で過大な電流が

消費された場合(その結果、出

力端に大きな変調電流が流

れた場合)、安全フォルトがア

サ ー ト さ れ ま す 。 そ の 後 、

TX_DISABLE ピンを切り替え

るか、あるいは VCC を一度切

って再度印加するまで(フォルト

状態は復旧したものと想定でき

るまで)、レーザ出力はシャット

ダウンされます。過大な電流

消費は、変調ピン上での低電

圧 短 絡によって、あるいは

MODSET ピンからグランドまで

の抵抗が小さすぎる場合に発

生する可能性があります。 

MODSET ピンからグランドまで

の抵抗が常に 3kΩ以上である

限りフォルト状態は発生しない

こと、また、抵抗が 2.3kΩ以下

の場合には常にフォルトが発生

することが、シミュレーションに

よって明らかになっています。 
 
DS1859 50kΩ抵抗器の標準

的な最小抵抗(00h の設定に相

当する抵抗値 )は 0.65kΩ～

1.35kΩであり、また 20kΩ抵抗

器 の 最 小 抵 抗 は 0.2kΩ ～

0.55kΩです。したがって、これ

らの抵抗器内部のディジタル設

定は、(MODSET ピンからグラ

ンドまでの)抵抗が 3kΩ未満と

なるようなレベルには、決して

設定しないようにしてください。 
 
MAX3735A の過電流保護回路

が高速であると仮定した場合、

DS1859 の過渡抵抗も必ず考

慮 す る 必 要 が あ り ま す 。

DS1859 は直列に配置された

スイッチとその先の抵抗器を使

用して、ある抵抗設定から別の

抵抗設定に移行します。設定が

変更されると、メークビフォアブ

レーク方式でスイッチが次の設

定に移行します。10h (16d)か
ら 10h 未満の任意の値に移行

するという特殊な移行の場合、

瞬時抵抗値は一瞬の間(約 4～
16ns)、00h の設定になります。  
 
ユーザが 85mA の最大変調電流

(プロセス、温度、および電圧に対

する 3.4kΩ～3.65kΩの MODSET
抵抗に相当します )を得ようと

する場合で、かつ DS1859 が

MAX3735A MODSET ピンに

じかに接続されている(直列抵

抗や並列抵抗がない)という特

殊な場合には、フォルト状態が

発生する可能性があります。た

とえば、DS1859 50kΩオプショ

ン で 10h に 設 定 す る と 、

MODSET ピ ン の 抵 抗 は 約

4.2k となります。この設定は約

82mA の変調電流に相当しま

す。抵抗が 10h から 0Fh に移

行した場合、瞬時抵抗値が数ナ

ノ秒間、約 1kΩになり、フォルト

状態がアサートされます。 
 
この低抵抗の設定の移行時間

が極めて短く(標準 8ns)、また

実際の変調電流の変化の帯域

幅が少ない(約 2MHz)と仮定す

ると、低抵抗の移行が過大なレ

ーザ電流につながることはあり

ませんが、内部の高速安全回

路は依然として移行を検知し、

フォルト状態がアサートされる

可能性があります。 
 
約 80mA の変調電流はアプリケ

ーションには十分すぎるほどで

すが、常に 10h よりも大きい設

定を使用すると、瞬時抵抗値が

常に 10h 以上となり、フォルトは

発生しません。さらに、必要とす

る電流が約 80mA 未満でよけ

れば、DS1859 と MAX3735A と

の間に直列抵抗を挿入すること

ができます(図 1。50kΩ抵抗器

オプションについては約 2.5kΩ、

20kΩ抵抗器オプションについ

ては約 2.9kΩ)。直列抵抗をでき

る限り MAX3735A MODSET
ピンの近くに配置する必要があ

ります。こうすると、定常状態の

場合、または瞬間的に 00h に

移行した場合でもフォルト状態

が起動されることはありません。  



全 85mA の変調電流をアプリ

ケーションで必要とする場合に

は 、 直 列 抵 抗 ( で き る 限 り

MAX3735A MODSET ピンの

近 く に 配 置 す る ) 、 お よ び

DS1859 と並列になるように

0.01μF コンデンサの配置(図 2)
をお勧めします。キャパシタンス

は直列抵抗の後ろに配置する

必要があることに留意してくださ

い。これは、MODSET ピンのす

ぐそばにキャパシタンスを配置

すると不安定になるおそれがあ

るからです。 
この回路によって、瞬間的に低

抵抗に移行しても安全フォルト

状態が引き起こされないように

なり、プロセス、温度、および電

圧に対して 85mA の変調電流

を使用することができるようにな

ります。ただし、直列抵抗の定

常状態の抵抗と DS1859 の抵

抗の合計が常に 3.0kΩを上回

るようにしなければなりません。 
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図 1. 直列抵抗(80mA 未満の変調電流) 図 2. 直列抵抗(最大 85mA の変調電流) 
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